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明治前期の出版広告にみられる中日交流
王　宝平
　東京日日新聞は、明治 5 年（1872）3 月 29 日（旧暦 2 月 21 日）に東京で最初に
発行された日刊新聞である。創立者は戯作者として山々亭有人の筆名を持つ条野伝
平（1832 ～ 1902）、貸本屋辻伝右衛門方の番頭であった西田伝助（1838 ～ 1910）、






























1．日本雑事詩二冊、黄遵憲著、文芸堂、明治 13 年 5 月 31 日
2．日本神字考二冊、沈文熒訳　園田弘輯、九春社、明治 17 年 12 月 16 日
3．周易旧註十二巻、徐鼒述、徐承祖、明治 19 年 1 月 17 日
4．普法戦記十四巻、張宗良口訳、王韜輯撰、瑞穂屋卯三郎、明治 8 年 6 月 7 日
5．通俗普法戦記（天の部）、王韜編、相沢富蔵、明治 21 年 4 月 10 日
6．扶桑游記三冊、王韜著、栗本鋤雲点、東京、報知社、明治 12 年 12 月 15 日
7．瀛壖雑誌二冊、弢園尺牘本四冊、重訂西青散記四冊、艶史叢抄八冊、王韜著（編）、
唐本、明治 12 年 6 月 6 日
8．蘅華館詩録二巻、王韜著、石川鴻斎点、中市兵衛、明治 14 年 6 月 7 日
　以上の図書の中国人は、黄遵憲、沈文熒、徐承祖、そして王韜の 4 人である。王
韜以外はすべて一種の著書のみ。『日本雑事詩』は、明治時代初代日本駐在清国公
使館参事官（光緒 3 年 11 月～ 6 年 10 月）を務めた黄遵憲（1848 ～ 1905）が、明
治日本の概略的な印象を詩にまとめた名著で、江戸時代以来の漢学の伝統を継承す
る明治漢文学者らの熱狂的な歓迎を受けた。本書は着任1年後の1878年の秋に起稿、




共に明治 13 年（1880）の広告で、5 月 31 日、6 月 2 日、7 月 10 日、9 月 22 日、11
月 4 日、とあわせて 5 回の広告が見られた。
◆ 1 － 1 明治 13 年 5 月 31 日
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とある。そのうちの 1 － 2 の早乙女要作氏とは、つまり文芸堂の主で、飯島有年に
訓点を依頼して、『日本雑事詩』を出した。飯島有年は、このほかに『忠経字解』（飯
島有年解釈、文芸堂、明治 15 年）、『刑法訓解』（飯島有年著、長谷川展校、東京、
錦学堂、明治 13 年）、『各国議会概覧』（飯島有年編、東京、新井秀徳、明治 11 年）、
『東京市街案内 : イロハ引』（飯島有年編、東京、飯島有年、明治 11 年）等の編著
書がある。
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　文芸堂は、また他の図書と共に『日本雑事詩』を広告に出している。














と 1000 部売り切れ、また 1000 部を増刷しているという。そして、『日本雑事詩』
が日本で歓迎された理由として、本文の詩が工なるのみならず、詩の後に記された
注釈も読者に有益であると挙げられている。
















　また、第三代日本駐在公使徐承祖（光緒 10 年月～ 13 年 11 月駐在）の父の著書
も広告に出ている。



















11 年）、大坂脩道館（明治 20 年）等の翻刻本があった。しかし、『東京日日新聞』
の広告に見られたのは、明治 8 年（1875）の瑞穂屋卯三郎版と明治 21 年（1888）
の相澤富蔵版である。
◆ 4 明治 8 年 6 月 7 日
普法戦紀ハ清国王韜ノ著ス所王韜ハ香港印務総局ノ長トシ兼テ英学ニ通ス近来
明治前期の出版広告にみられる中日交流





















先ツ一円ヲ請フ。大率三ヶ月成功ヲ期ス」と 600 葉、14 巻にわたり、一円九十六



















3 月～ 7 月、日本の新聞社、漢文学者の要請で、香港の循環日報の主宰として来日
した。来日中に記したのが、『扶桑游記』である。本書は栗本鋤雲が訓点をつけ、








　『東京日日新聞』に本書の広告を載せたのは、明治 12 年（1879）12 月 15 日（扶
桑游記上）、12 月 22 日（扶桑游記上）、12 月 24 日（扶桑游記上）、明治 13 年（1880）
11 月 20 日（扶桑游記下）と計 4 回で、広告主はみな書肆報知社支店である。







































◆ 6 － 4 明治 13 年 11 月 20 日　
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　王韜の著書は、上記以外に『蘅華館詩録』も広告に出ている。これは王韜が編集
した詩集で、石川鴻斎が訓点をつけ、東京中市兵衛が明治 14 年（1881）2 月に刊
行した本である。










古人の言わざるところを言う、という。これと同一内容の広告は、同 6 月 8 日付け






　まず、中国人の広告所載数。本課題の調査は、創刊号明治 5 年から明治 21 年ま
でとしているが、調査結果では、中国人の日本人の著書に登場したケースは、明治
10 年代以前にも明治 20 年代にもなく、明治 10 年代に集中していることが浮き彫
りにされた。しかも、表一に示した通り、明治 14 年、16 年が最多の 6 件で、17 年
以降は徐々に減少していく傾向が見られた。
表一：中国人の明治期広告所載数
年代（明治） 11 年 12 年 13 年 14 年 15 年 16 年 17 年 18 年 19 年
広告数 3 4 3 6 3 6 4 2 1
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　次に広告の内容。大半は中国人が日本人の著書のために、序跋、題辞、批評を書
き、原稿を校閲する中身であるが、10 番のように清国人に教わり、12 番、14 番、



















在（1877 年 11 月～ 1880 年 10 月）外交官として登場した人物に、何如璋、張斯桂（魯
生）、黄遵憲（公度）、沈文熒（梅史）、廖錫恩、黄錫銓（釣選）が現れ、二代（1881












　上記 20 人のうち、初代公使何如璋と随員沈文熒が最多で、共に 12 回登場。次席
は王治本の 8 回、その次は黄遵憲 5 回、黎庶昌・張斯桂・黄錫銓 4 回、黎汝謙 3 回、
姚文棟・王韜 2 回、残り 1 回というランキングである。
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　　付録：明治期日本人の著書広告所載の中国人






2． 纂評箋註蒙求校本三巻、石川鴻斎編、明治 12 年 11 月 26 日
 清人沈文熒ノ検閲ヲ乞ヒ。
 備考：何如璋・黄遵憲・沈文熒序、何如璋校閲、沈文熒合評。




4． 続日本文章軌範三巻、石川鴻斎編、明治 15 年 11 月 21 日
 清欽差大臣何如璋閲、沈文熒・王治本・黄錫銓合評。
 備考：王治本序、王仁爵書。
5． 日本八大家文読本四冊、石川鴻斎編、明治 16 年 4 月 20 日
 清欽差大臣黎庶昌閲並序、同沈文熒、黄遵憲、黄錫銓、姚文棟、黎汝謙合評。
 備考：黎庶昌閲並序、沈文熒・黄遵憲・黄錫銓・姚文棟・黎汝謙合評。　　
6． 校正円機活法二十冊、石川鴻斎校正、明治 16 年 4 月 9 日
 大日本大沼枕山　大清沈文熒両先生校並ニ題辞。
 備考：沈文熒・方濬益題辞。
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 備考：姚文棟校訂。
8． 増補日本外史十二冊、石川鴻斎編、明治 16 年 11 月 10 日
 清欽差大臣黎庶昌閲並序、同沈文熒、黄遵憲、黄錫銓、姚文棟、黎汝謙合評。
 備考：黎庶昌閲並序、沈文熒・黄遵憲・黄錫銓・姚文棟・黎汝謙合評。
9． 纂評精註唐宋八家文読本三十巻、石川鴻斎校註、明治 17 年 6 月 3 日
 清国欽差大臣黎庶昌君序。
 備考：黎庶昌序。
10．文法詳論二冊　石川鴻斎著、明治 17 年 9 月 1 日
 清国前公使翰林学士何如璋及ヒ沈文熒ヨリ親シク口授スル所ナリ。
 備考：杜紹棠序。
11．和漢合璧文章軌範四冊、石川鴻斎編、明治 17 年 10 月 15 日　
 斯編ハ（中略）日清諸家の評語批点を附し。
 備考：黄遵憲・黄錫銓・沈文熒・王治本・何如璋・姚文棟評。
12．文法詳論続篇二冊、石川鴻斎著、明治 17 年 12 月 16 日
 当今来遊ノ支那人モ殊ニ其精微ニ服シ。
 備考：黎庶昌題辞。
13．蒙文詳解鳳文会玉篇大全、石川鴻斎編、明治 18 年 5 月 11 日
 清国公使黎庶昌氏玉篇ノ遺漏ヲ集メ一書ヲ刊ス其他諸家ニ秘スル所ヲ写録シ
テ之ヲ蔵セリ因テ其書ヲ請求シテ悉ク之ヲ載セ。




15．点註唐宋八家文読本、清沈徳潜評点、川上広樹点註、明治 11 年 9 月 5 日
 該書ハ大清欽差大臣何如璋ノ披閲ヲ経テ序文ヲ巻端ニ掲ケ。
 備考：何如璋序。
16．三音四声字貫十六冊、高井思明編纂、市川清流校正、明治 11 年 9 月 25 日
 現ニ我ニ駐在スル清国欽差大臣何如璋氏及ヒ王黍園氏ノ序言以テ証スベシ。
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 備考：何如璋・王治本序、王藩清書。






18．清文一斑一冊、（鈴木重義編）、明治 12 年 4 月 5 日
 曾国藩李鴻章兪樾王紫詮沈文熒等近世諸家ノ雄篇大作ヲ録ス。






20．日本全史十冊、龍洲高谷著、明治 13 年 1 月 9 日
 清国欽差大臣何如璋嘗テ先生ノ著ス所ノ万国公法蠡管ヲ評シテ曰ク註文ハ本
文ニ愈ルト是ニ因テ之ヲ観レバ。






22．明治名家詩選三冊、城井錦原修纂、村上仏山校閲、明治 14 年 1 月 14 日
 清国黄遵憲氏序
 備考：黄遵憲序。
23．詩文詳解、成章社、明治 14 年 3 月 7 日
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 詩文詳解第十集（三月五日発行）目次　飲醍醐　張斯桂（清人）。
24．古今小品文集四冊、阿部貞編、明治 14 年 4 月 27 日
 ○石川鴻斎○王漆園○沈文熒○黄釣選○各先生評。
 備考：黄錫銓序、王治本・沈文熒・黄錫銓評。




26．周清外史二十二巻、馬杉繋著、明治 14 年 9 月 22 日
 王治本先生閲。
 備考：王治本校対。
27．近史偶論二冊、大野太衛著、明治 14 年 11 月 4 日
 清国桼園王治本先生序。
 備考：王治本序。　
28．開化詩集一冊、（石川義暢編）、以文会社、明治 15 年 7 月 25 日
 清国学士王治本批評。
29．資行伝正編六冊後編二冊、石川義形著述、同利之校訂、明治 15 年 7 月 25 日
 清国欽差大臣何如璋題字。
30．本朝言行録四冊、石川義形著、明治 16 年 1 月 29 日
 清国欽差大臣何如璋題辞。
31．文明新誌第二号、文明新誌社、明治 16 年 7 月 28 日
 大清欽差大臣黎庶昌題辞。

















11 月付。『扶桑游記』上巻所収、明治 12 年 12 月出版。
（５）　「其身未至而大名先聞。既至而傾動都邑。如先生之盛者。未之有也。抑先生博学広材。通
当世之務。足跡遍海外。能知宇宙大局。遊嚢所掛。宜其人々影附而響従也。」中村敬宇「扶







文人考」、『二松学舎大学東洋学研究所集刊』第 34 集、2004 年 3 月。
（10）　張滋昉については、次の拙稿を参照されたい。「明治時代に来日した文人張滋昉の基礎的




県続志』附編「周其照」条、4 ページ。1934 年刊行、台北 : 成文出版社 1975 年復刻版。
付記：小論の広告を原文と校閲する際に、董科様に大変お世話になった。記して感謝の意を表
したい。
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